
装置 セル光路長 システムボリューム

LC800(標準フローセル) 5 mm 3.5μL以下

汎用HPLC(セミミクロセル使用) 5 mm 30μL以上
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LC800

「HPLCカラムの性能を最大限に発揮できる装置」 をコンセプトとするLC800 は、汎用HPLCとしても超高速液体クロマ
トグラフ (UHPLC) としてもお使いいただけます。今回はLC800 を用いて、汎用HPLC用 3 μm カラム及びUHPLC用 2 
μm カラムへのスケールダウンを行った例をご紹介します。LC800 はシステムボリューム* が小さいため、カラムを交換
するだけで、分離パターンやピーク形状を維持しながら、溶媒使用量の削減や高速化を行うことができます。

（R. Hirano）

Conditions
Column : InertSustain C18
Eluent : A) 10 mM KH2PO4 (pH 2.5, H3PO4)

B) CH3OH
A/B = 70/30, v/v

Flow Rate : 各クロマトグラム中に記載
Col. Temp. : 40 ℃
Detection : UV 280 nm
Injection Vol. : 各クロマトグラム中に記載
Analyte : 1. Chlorogenic Acid (10 mg/L)

2. Caffeine (10 mg/L) 
3. Caffeic Acid         (10 mg/L) 
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LC800 による溶媒使用量の削減＆分析の高速化LT095

⇒ どちらの装置でもほぼ同じクロマトグラムが得られます。

１. システムボリュームがカラムのスケールダウンに与える影響

＜分析条件１＞ 粒子径 5 μm，カラム内径 4.6 mm, 長さ 150 mm, 流量 1.0 mL/min （線速度** 1.0 mm/s）, 注入量 10 μL

⇒ 内径 3.0 mm まではどちらの装置でもスケールダウンが可能です。

カラムのスケールダウンにより溶媒使用量を削減した時に、使用装置のシステムボリュームがクロマトグラムへ与える
影響を、LC800 と汎用HPLCシステムで比較しましたのでご紹介します。

＜分析条件２＞ 粒子径 5 μm，カラム内径 3.0 mm, 長さ 150 mm, 流量 0.4 mL/min （線速度 1.0 mm/s）, 注入量 5 μL

*注入口から検出器入口までのカラムを除く配管容量 **線速度の詳細は弊社LCテクニカルノートNo.87をご参照ください。

LC800 と汎用HPLCのシステムボリュームについて

*注入口から検出器入口までのカラムを除く配管容量

*

https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.htmlアプリケーション検索はこちらから ・・・
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				装置 ソウチ		セル光路長 ヒカリロチョウ		システムボリューム						内径×長さ ナイケイナガ		システムボリューム

				LC800(標準フローセル) ヒョウジュン		5 mm		3.5μL以下 イカ				ニードル		0.3mm×95mm		6.7uL

				汎用HPLC(セミミクロセル使用) ハンヨウシヨウ		5 mm		30μL以上 イジョウ				注入ポート～バルブ③ チュウニュウ		0.17mm×360mm		8.2uL

												バルブ～カラム		0.13mm×0.25m		3.3uL

						ニードル						カラム～検出器 ケンシュツキ		0.17mm×1m		22.7uL

						注入ポート～バルブ③ チュウニュウ						セル容量 ヨウリョウ				3.2uL

						バルブ～カラム

						カラム～検出器 ケンシュツキ								計算式 ケイサンシキ

						セル容量 ヨウリョウ								πr2×長さ ナガ
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分析条件 分析時間 1分析当たりの溶媒使用量

1 8 min 8 mL

2 8 min 3.2 mL

3 8 min 1.6 mL

4 6 min 1.8 mL
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⇒ LC800 であれば、内径 2.1 mm のカラムも使用できます。

⇒ 高速化を行っても、LC800 ならピーク形状はほとんど変化しません。

LC800は汎用HPLCと比べるとシステムボリュームが極めて小さいため、カラム内径を 2.1 mm まで

スケールダウンしても、ピーク形状が崩れることなく分析することが可能です。

溶媒使用量を低下させたい時や高速分析を行いたい時に非常に有用なHPLCシステムです。

分析条件を1から4にスケールダウンすること

で分析時間を3/4、1分析当たりの溶媒使用量を

約1/4に削減することができます。

理論段数が低下する

ピーク形状が崩れる

＜分析条件３＞ 粒子径 5 μm，カラム内径 2.1 mm, 長さ 150 mm, 流量 0.2 mL/min （線速度 1.0 mm/s）, 注入量 2 μL

＜分析条件４＞ 粒子径 3 μm，カラム内径 2.1 mm, 長さ 150 mm, 流量 0.3 mL/min （線速度 1.5 mm/s）, 注入量 2 μL

分析条件 LC800 汎用HPLC

1 7600 7500

2 8600 8200

3 7700 5900

4 10500 5200

理論段数
(ピーク3)

LC800では、分析条件を１から３にスケールダ

ウンしてもほぼ同等の理論段数が得られます。

また、分析条件４のように粒子径を3 μmにして、

高速化を行っても高い理論段数が得られます。

***カラムの性能を表す指標。高いほど分離能も高くなります。

***1/43/4

システムボリューム
による影響


理論段数、分離度

																						GL-7400

												クロロゲン酸について サン												理論段数 リロンダンスウ						分離度 ブンリド

				分析条件 ブンセキジョウケン		分析時間 ブンセキジカン		1分析当たりの溶媒使用量 ブンセキアヨウバイシヨウリョウ						分析条件 ブンセキジョウケン		LC800		GL-7400				分析条件 ブンセキジョウケン		ピーク1		ピーク2		ピーク3		ピーク1-2		ピーク2-3

				1		8 min		8 mL				理論段数     (ピーク1) リロンダンスウ		1		4827		4705				1		4705		8143		7601		3.61		4.92

				2		8 min		3.2 mL						2		4574		3740				2		3740		6082		6024		3.73		3.81

				3		8 min		1.6 mL						3		4968		2200				3		2200		3881		4255		2.57		3.08

				4		6 min		1.8 mL						4		2753		1673				4		1673		2614		2976		2.10		2.68

												分離度　     　(ピーク1と2) ブンリド		1		3.86		3.61

														2		4.52		3.73				LC800

														3		4.19		2.57						理論段数 リロンダンスウ						分離度 ブンリド

														4		3.06		2.10				分析条件 ブンセキジョウケン		ピーク1		ピーク2		ピーク3		ピーク1-2		ピーク2-3

																						1		4827		7891		7550		3.86		4.21

																						2		4574		7208		6975		4.52		3.67

																						3		4968		7206		7400		4.19		3.91

																						4		2753		4218		4459		3.06		3.06

												とりなおし

												カフェイン酸について サン

														分析条件 ブンセキジョウケン		LC800		GL-7400

												理論段数     (ピーク3) リロンダンスウ		1		7600		7500

														2		8600		8200				とりなおし

														3		7700		5900				GL-7400

														4		10500		5200						理論段数 リロンダンスウ

																						分析条件 ブンセキジョウケン		ピーク1		ピーク2		ピーク3

																5um		4.6mm		1.0mL/min		1		4598		8377		7540

																5um		3.0mm		0.4mL/min		2		4987		9070		8162

																5um		2.1mm		0.2mL/min		3		3236		6626		5900

																3um		2.1mm		0.3mL/min		4		2473		5178		5201

																3um		2.1mm		0.4mL/min		5		2172		4482		4359

																						LC800

																								理論段数 リロンダンスウ

																						分析条件 ブンセキジョウケン		ピーク1		ピーク2		ピーク3

																5um		4.6mm		1.0mL/min		1		4694		8079		7554

																5um		3.0mm		0.4mL/min		2		5550		9264		8634

																5um		2.1mm		0.2mL/min		3		5054		8188		7704

																3um		2.1mm		0.3mL/min		4		6348		10463		10498

																3um		2.1mm		0.4mL/min		5		4822		8116		8207

																3um		2.1mm		0.6mL/min		6		3240		5574		5671





拡大図

		

				分析条件 ブンセキジョウケン		分析時間 ブンセキジカン		1分析当たりの溶媒使用量 ブンセキアヨウバイシヨウリョウ

				1		8min		8mL

				2		8min		3.2mL

				3		8min		1.6mL

				4		4min		1.6mL
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Conditions
Column ： Inertsil ODS-4 
Eluent ： 20 mM NH4H2PO4 (pH 2.0, H3PO4)
Col. Temp. ： 40 ℃
Detection ： UV 210 nm 

1. Malic acid (500 mg/L)
2. Lactic acid (500 mg/L)
3. Acetic acid (500 mg/L)
4. Maleic acid (5 mg/L)
5. Citric acid (500 mg/L)
6. Succinic acid (500 mg/L)
7. Fumaric acid (5 mg/L)

２．有機酸の分離における高速化

ここでは有機酸の分離を一例として、LC800 を用いて分析の高速化 (UHPLC用カラム使用まで) を実現する方法をご

紹介します。

一般的なカラム内径4.6mmで分析した有機酸のクロマトグラムを示します。

内径を小さく、長さを短くし、流量を上げることで、分離パターンを維持したまま分析時間の短縮が可能です。

さらに内径を小さく、長さを短くし、流量を上げると、分析時間を1.3分にまで短縮することができます。

約1/10
短縮

約1/2
短縮
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Analyte:

＜分析条件＞ 粒子径 5 μm，カラム内径 4.6 mm, 長さ 250 mm, 流量 1.0 mL/min （線速度 1.0 mm/s）

＜分析条件＞ 粒子径 3 μm，カラム内径 3.0 mm, 長さ 150 mm, 流量 0.6 mL/min （線速度 1.5 mm/s）

＜分析条件＞ 粒子径 2 μm，カラム内径 3.0 mm, 長さ 50 mm, 流量 0.8 mL/min （線速度 2.0 mm/s）
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HPLCカラム：
InertSustain C18       (5 μm,  150 × 4.6 mm I.D.) Cat.No. 5020-07345
InertSustain C18       (5 μm,  150 × 3.0 mm I.D.) Cat.No. 5020-07325
InertSustain C18 HP (3 μm,  150 × 2.1 mm I.D.) Cat.No. 5020-14415
Inertsil ODS-4          (5 μm,  250 × 4.6 mm I.D.) Cat.No. 5020-03946
Inertsil ODS-4 HP    (3 μm,  150 × 3.0 mm I.D.) Cat.No. 5020-14005
Inertsil ODS-4          (2 μm,    50 × 3.0 mm I.D.) Cat.No. 5020-81212

分析装置： LC800

オートサンプラー

オーブン

ポンプ

オーブン内部

インジェクターバルブ

コイルミキサー スタティックミキサー

分析カラム 光ファイバー

検出器フローセル

LC800システム構成

・インジェクションバルブ後～カラム手前 1 μL 以下
・カラム後 ～フローセル手前 2 μL 以下
・UV検出器を含め、トータルで 3.5 μL 以下

汎用～超高速分析に対応！（耐圧80 MPa）

システムボリュームが極めて小さいHPLCシステム


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

